
プレスリリース

バターの安定供給について

農林水産省は、平成 27 年度について、バターの生産量が増加し、供給が需要を上
回る見込みとなっていることを踏まえ、9月時点では、バターのさらなる追加輸入
は行わないこととしました。

平成 27 年度のバターの需給見通し

バターの生産、供給及び輸入の見通しについては、以下のとおりとなっています。

1．最近の生乳生産については、増加傾向にあり、平成 27 年度のバターの生産量は昨年
度に比べて増加し、供給が需要を上回る見込みとなっています。（別紙 1）

2．年末の需要期に向けての取り組みとして、主要乳業メーカーにおいて、特に 10 月か
ら 12 月にかけて、別紙 2のとおり、バターの供給量を増加させる計画となっています。

3．1 月及び 5 月に輸入を決定した 12,800 トンのバターが別紙 3 のスケジュールによ
り 10 月末までに順次輸入され、国内の需要者等に売り渡されます。

特に、規模の小さい洋菓子店等でも直接利用できる小物バター（1～5kg に包装された冷
凍バター）等 2,000 トンについては、国内での円滑な流通のために、輸入され次第、速
やかに需要者に売り渡すことを指導します。

なお、こうした状況について小売店、洋菓子店等にも説明をしていくことにより、安心
感を持っていただき、安定的な需給につなげていきます。

今後の輸入判断について

今後とも、小売店でのバターの販売状況や価格の動向等を注視し、必要な場合には、機
動的に対応しますが、現時点では追加輸入は必要とは考えておりません。

なお、平成 28 年度についても、平成 27 年度と同様に 1 月、5 月及び 9 月に輸入の判断
を行う方針です。

＜添付資料＞

・ 別紙 1  平成 27 年度のバターの需給見込みについて
・ 別紙 2  10～12 月における主要乳業メーカーによるバターの供給計画
・ 別紙 3  国家貿易によるバターの輸入スケジュール
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25年度 26年度

27年度（見込み）

Ｊミルク9月25日公表データ 前回予測
(7月)前回予測比

生乳生産量 744.7万トン （▲2.1%） 733.1万トン （▲1.6%） 738.8万トン （＋0.8%） ＋6.2万トン 732.6万トン

北海道 384.9万トン （▲2.1%） 382.0万トン （▲0.7%） 386.9万トン （＋1.3%） ＋0.8万トン 386.1万トン

都府県 359.8万トン （▲2.1%） 351.1万トン （▲2.4%） 351.9万トン （＋0.2%） ＋5.4万トン 346.5万トン

バ
タ
ー

生産量 64.3千トン （▲8.3%） 61.7千トン （▲4.1%） 65.9千トン （＋7.0%） ＋2.6千トン 63.3千トン

輸入量 3.5千トン （▲62.9％） 12.9千トン (＋271.3%） 12.8千トン （▲1.0％） － 12.8千トン

消費量 73.9千トン （▲1.6%） 74.1千トン （＋0.2%） 75.2千トン （＋1.5%） ＋0.4千トン 74.8千トン

在庫量 17.3千トン （▲26.2%） 17.8千トン （＋3.0%） 21.4千トン （＋19.9%） ＋2.2千トン 19.2千トン

○ 平成27年度のバターの需給見込みについて

※ 消費量は推定出回り量
※ 在庫量は、３月末現在

○ 平成27年度については、生乳生産量が回復傾向にあり、バターの生産量も増加する見込み。
なお、前回（７月）予測と比較すると、生乳生産量及びバター生産量が増加見込みとなった。

○ バターの生産量増加や、５月に決定した追加輸入により、バターの年度末在庫量は前年や前々年を上回
る見込み。

（別紙１）



（別紙２）

○　10～12月における主要乳業メーカーによるバター（※1)の供給計画

４社合計（※２）
輸入小物バターを

加味した場合（※３）

11,500 トン －

10,045 トン －

10,832 トン 12,282 トン

対平成25年度比 94% 107%

対平成26年度比 108% 122%

※１：　対象は、家庭用およびポンドバター（業務用中心の450ｇバター）

※２：　雪印メグミルク株式会社、よつ葉乳業株式会社、株式会社明治、

　　　　森永乳業株式会社の４社

　　　　供給計画は、一般社団法人日本乳業協会、一般社団法人全国農協乳業協会　

　　　　全国乳業協同組合連合会の３団体からの報告内容

※３：　10月までに輸入される小物バター（１～５ｋｇ）1,450トンを供給量に加えた場合の
　　　　供給量

平成25年度（実績）

平成26年度（実績）

平成27年度（計画）



（別紙３）

○　国家貿易によるバターの輸入スケジュール

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

小物バター 280トン 45 183 50

バラバター 2,520トン 353 465 1,280 415

小物バター、
改装用バ

ター
2,000トン 414 161 497 923

小物バター（1,450トン）は、輸入後、速やかに需要者に供給
改装用バター（550トン）は、バラバターを450g～５kgに小分けした
後、速やかに需要者に供給

バラバター 8,000トン 74 24 904 5,228 1,766

3,600トンについては、すでに売渡先が決定している。
4,400トンについては、輸入され次第、売渡入札を実施し、売渡し
先が決定される。（売渡入札予定、10月14日　2,634トン、11月12
日　1,766トン）

12,800トン 398 649 1,817 185 1,816 6,151 1,766

※　網掛けは、実績

　　　売り渡される数量は、品質検査等に用いられる数量を除くため、輸入数量より小さくなる。

※　四捨五入の関係で、足し上げた数値が合計と一致しない場合がある。

 参考：バター1,000トンは、家庭用（200ｇ）とすると、500万個に相当する。

バターの種類 輸入数量

売渡実施・予定数量（単位：トン）

備考

平成27年
１月
輸入

決定分

平成27年
５月
輸入

決定分

合計




